
東北

17％

その他

83％

化学薬品
2.4%

ゴム製品
4.7%

自航（フェリー）
36.8%

完成自動車
33.2%

重油
10.5%

金属製品
1.5%

自動車部品
1.6%

その他
9.3%

仙台塩釜港

完成自動車

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

自動車部品

仙台空港
38.8%

青森空港
16.3%

秋田空港
15.8%

三沢空港
10.4%

庄内空港
9.0%

大館空港, 4.7%

花巻空港, 4.6%
山形空港, 0.4% 福島空港, 0.1%

東北の空港
貨物取扱量
3,279ｔ

仙台塩釜港
33.3%

小名浜港
17.9%

八戸港
16.5%

能代港
6.0%

相馬港
5.7%

その他10港
20.6%

東北の港湾
貨物取扱量
90,592千t
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２
仙台北部道路の
整備効果

産業を支援する
仙台北部道路

産業を支援する
仙台北部道路

 仙台北部道路の通る湾岸部には、東北地方で貨物量シェア１位を占める仙台塩釜港・仙台空
港が立地し、東北地方各地の産業の玄関口となっています。

 仙台北部道路は、東北地方各地から湾岸部への所要時間短縮や時間信頼性の向上により、地
域産業の活性化を支援しています。

地域産業の活性化を支援

▼仙台塩釜港（仙台港区）の品種別取扱貨物量の推移

増加傾向

出典:2022年宮城県貿易概況

▼仙台空港の国際取扱貨物量推移

▼仙台北部道路近隣の主な港湾・空港

自動車メーカーで決められた納品時間に合わせ
て輸送するため、仙台北部道路を利用していま
す。ドライバーの労働時間の制約等も鑑みて、
定時性があり、輸送時間が短縮できる選択肢
として高速道路の利用が欠かせません。

自動車部品輸送企業の声

出典:2023年企業ヒアリング調査

完成自動車

原油

石油製品
重油

紙・パルプ

※石油製品:「揮発油」「その他石油」の合計

※

出典:宮城の港湾統計（2021年）

出典:2021年 港湾統計（年報）
（国土交通省）

出典:2021年空港管理状況調書
(国土交通省)

▼東北地方における
仙台塩釜港の貨物量シェア

▼東北地方における
仙台空港の貨物量シェア

■半導体製品の出荷ルート

2024年問題で、東北の製品等を成田空港まで陸送せず、
仙台発の国際貨物として輸送するニーズが高まっています。
仙台空港では、2023年7月下旬に仙台ー台北線を利用し
た航空貨物の定期輸出が再開しており、宮城・岩手を
中心に半導体製造装置関連の部品工場からの利用を
見込んでいます。 出典:2023年企業ヒアリング調査

国際貨物フォワーダー企業の声

出典:「東北の半導体・
エレクトロニクスの未来をデザインする

（東北経済産業局）」から作成

出典:2022年経済構造実態調査
製造業事業所調査（地域別統計表データ）

貨物取扱量
（移出）

1153万ｔ
完成自動車
が多い

（自航を除く）

▼仙台塩釜港（仙台港区）における移出貨物の品種別構成

完成自動車の
取扱が最も多い
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50%

75%

100%

10 20 30 40 50 60 70
所要時間(分)

所要時間
約20分短縮

平均所要時間約27分
（所要時間のばらつき26～28分）

平均所要時間約47分
（所要時間のばらつき 42～52分）

東
北
自
動
車
道

仙台南部道路

仙台塩釜港
（仙台港区）

仙台空港

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

仙台北部道路
（利府JCT ～富谷IC）

延⾧13.5km

東
北
自
動
車
道

仙台南部道路

出典:宮城県の自動車産業、2023年企業ヒアリング調査

出典:ETC2.0プローブデータ（2022年1月～10月、12月 平日昼間12時間）

※時間信頼性（所要時間のばらつき）は所要時間の上位10％値と下位10％値の時間差
により評価。（事故等が発生し、移動に極端に時間がかかってしまった場合などを除外する
考え方）

※平均所要時間はすべてのサンプルデータにて算出。

完成自動車は、大衡村の
自動車製造工場から高速
道路を利用して仙台塩釜
港へ輸送され、船舶で全国
に出荷されている。

県内自動車産業の輸送実態

名古屋部品メーカより
鉄道輸送

仙台貨物ターミナル

仙台北部道路利用
一般道利用

出典:宮城の港湾統計
（2021年）

出典:宮城県の自動車産業

3

東北地域は
全国シェア約２割

デバイスメーカー
装置・材料メーカー

白石市
仙台空港

仙台市

北上市

奥州市

▼東北自動車道沿線の
主な半導体企業の立地状況

▼東北地域の半導体関連産業
製造品出荷額全国シェア

※半導体関連産業:
電子部品・デバイス・電子回路製造業、
半導体製造装置業

仙台塩釜港

富谷IC

利府
しらかし台IC

利府JCT

富谷JCT

半導体
電子部品
岩手方面

仙台空港方面

■完成自動車の出荷・部品供給ルート ■所要時間と時間信頼性の変化
（自動車工場（大衡村）～仙台塩釜港間）


